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別記様式(第4条関係) 

会議録 

会議の名称  第１６回加東市社地域小中一貫校開校準備委員会 

開催日時  令和５年１０月２３日（月）１９時３０分から２０時１０分まで 

開催場所  加東市社福祉センター ２階 レクリエーション室 

議長の氏名 (委員長 松井敏) 

出席及び欠席委員の氏名 

【出席委員】２７人 

佐々木正利委員 樹梨林三委員 津田美紀委員 松井 敏委員 石井英昭委員 

塩寺一博委員 臼井純男委員 笹倉伯文委員 玉井秀知委員 上月秀哲委員 

田中順也委員 稲継健太郎委員 大西康之委員 大西忠行委員 神田 正委員 

岸本吉博委員 藤原路寛委員 大畑美幸委員 柴崎謙介委員 井上奈美子委員 

登 光広委員 藤原良二委員 上月幸代委員 福井 明委員 木田丹子委員 

平川真也委員 胸永和慶委員 

【欠席委員】７人 

西嶋和泰委員 臼井いづみ委員 ライアン慶子委員 井本和樹委員 

北山智貴委員 林智子委員 阪野弘明委員 

説明のため出席した者の職氏名 

 田中寿一教育長職務代理者 後藤純子教育委員 岸本惠一教育委員 

 別惣裕美子教育委員 

出席した事務局職員の氏名及びその職名 

 教育長 藤原哲史 

 教育振興部長 鈴木敏久 こども未来部長 田中孝明 

こども未来部参事（兼学校教育課長） 井上 聡 

こども未来部参事（小中一貫教育担当） 神田英昭 

教育振興部教育総務課 課長 西山英希 

こども未来部学校教育課 副課長 井上裕子 

 こども未来部小中一貫教育推進室 室長 丸山真矢 

        同        副課長 髙田 篤 

        同        係長 原 英孝 

        同        係長 鞆あゆみ 

        同        主査 柴﨑俊之 

        同        主事 上山裕之 
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議題、会議結果、会議の経過及び資料名 

 

【議題】 

（１）徒歩通学路について 

【報告】 

（１）社地域小中一貫校建設工事の進捗状況について 

 

 

【会議結果】 

議題（１）～（２）について資料に基づき、協議しました。 

【会議の経過】 

１ 開会 

  教育長あいさつ 

  委員長あいさつ 

 

２ 議事 

（１）徒歩通学路について 

（事務局） 
スクールバス乗降場所の決定に伴い、通学路の変更になった地区の徒歩通学路につ

て説明 

 

（委員） 
福吉地区の徒歩通学路が昨年と変更になっている意図は何か。 

 

（事務局） 
 福吉地区から上田へ向かう通学ルートで少し南下している件は、南下した地点に横

断歩道が設置されており、そこを渡って通学する。区長からは横断歩道の危険箇所及

び両サイド２ヶ所に横断旗を付けて欲しいと言う要望は聞いている。 

 

（委員） 
西側に歩道は整備されて無いが、後に整備される予定と考えて良いか。 

 

（事務局） 
歩道の計画までは分かりかねる。 

 

（委員） 
歩道の無い道の西側を通行して、小学生が通学することになる。現場確認は行って

いるか。 

 

（事務局） 
現場確認は行っている。区長からは横断歩道の両サイドに横断旗を設置して欲しい

と言う要望は聞いている。事務局としては、設置出来る様に検討している。 

 

（委員） 

福吉地区がその横断歩道を使うのでは無く、違う場所まで行けば歩道があり、そこ

に横断歩道を作れば渡った先にも歩道が有る。今ある横断歩道を消して新たに横断歩
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道をつくった方が良い。このルートでいくのであれば歩道の方をしっかりと整備して

頂きたい。西側を歩くと子どもから見えない後ろ側から車が来る事になる。センター

ラインの有る大きな道路なので車がスピードを出す事が想定される。グリーンベルト

ではなく、歩道を設置して欲しい。横断歩道を渡った後の三差路にも横断歩道を付け

ないといけないのではないか。横断歩道を渡ってすぐの所に家がある為、横断歩道の

設置は無理ではないか。そこを親としては子どもを歩かせることができない。 

 

（事務局） 
通学路選定については、学校を通じて PTA、地区と相談の上、この形になっている。

その際にも、今の横断歩道を消して歩道の有る所に横断歩道を設置できないかと聞い

ている。区長から警察へ相談に行って頂いたが、警察の方から横断歩道の移設は難し

いとの回答を頂いた上で、この通学路となっている。歩道の整備等、必要な箇所につ

いては通学路安全プログラムで要望を挙げて頂く形で対応が必要だと考えている。 

 

（委員） 
新規の通学路のため、通学路安全プログラムには、初年度からしっかり取り組んで

頂きたい。 

 

（事務局） 

 新しい小中一貫校に向けて、新しい通学路を選定して頂く際に危険箇所の点検を

して頂いた。他の通学路が変わる所についても、通学路安全プログラムに挙げて頂

いている。 

 

（委員） 

 何かあった際は全て責任を市が取って頂くという事で良いか。 

 

（事務局） 

 PTA を通じて地区にルートを選定して頂いているので、このルートが一番安全で

短い距離だと判断をして頂いていると思うが、再度福吉地区の PTA にも確認させて

頂き、再度この通学路が最も良いかを併せて検討したい。 

 

（委員） 

 これしかダメという提案は提案では無い。 

 

（事務局） 

 通学路の選定は PTA を通じて挙げて頂いているが、通学をしていく中で違うルー

トの方が良い、危険な所があるといった際には、より安全なルートの選定をして頂

き、対策が必要な所については対策をしていきたいと考えている。 

 

（委員長） 

 この件については、再度 PTA と協議するとの回答で良いか。 

 

（事務局） 

 再度、学校を通じて PTA の方に確認し、この通学路で良いか協議したい。 

 

（委員長） 

 それでよろしいか。 
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（委員） 

 現状福田小学校がそこにある為、多少危険でも行かざるを得ないということで、

保護者が目を瞑っているというのはあると思う。そこもクリアしていかないといけ

ないと思う。 

 

（事務局） 

 学校を通じて PTA、地区と相談する。 

 

（委員） 
ビレッジハウス三草から上三草公民館へ行く途中だが、カーブを降りた歩道の無い

三差路、横断歩道をどう考えているか。 

 

（事務局） 
そこの横断歩道についてはカーブになっており、視界も悪いとのことで、今現在も加

東警察の三草駐在所にお世話になっている。ここを横断する際には１人見守りが必要と

考えている。事務局としては、引き続き三草駐在所に見守りをお世話になりたい。また、

地域の方にも立って頂いて安全を確保して頂きたいと考えている。 

 

（委員長） 
 質問が無い様なので以上とする。福吉の通学路については、再度 PTA に確認頂くとい

う事でお願いする。 

 

３ 報告 

（１）社地域小中一貫校建設工事の進捗状況について 

 

（事務局） 

社地域小中一貫校建設工事の進捗状況について報告 

 

〔質問無し〕 

 

４ 今後のスケジュール 

（事務局） 

 社地域小中一貫校建設工事の進捗状況について報告 

 

（委員） 

 閉校になった跡地利用についてグラウンドの使用について話し合いをする会はあ

るのか。現在米田小学校のグラウンドを使用しているが、来年、再来年以降はどう

なるか。 

 

（事務局） 

 各社地域の学校の跡地活用について、どういった活用をするか検討を行ってい

る。 

現在各地区に要望を聞いている。その要望が出てきた上で、また民間事業者の活

用を踏まえ、検討を行っていく。各小学校でスポーツ少年団が活動している事を把

握している。仮に使用出来なくなった際の代替地があるか等、踏まえた上で検討し

ていく。 
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（委員） 

 これから現場の内装工事に入っていくと思うが、今地震が多いのでボードのネジ

ピッチの基準を守って頂きたいと、現場に伝えて欲しい。 

 

（事務局） 

 承知した。 

 

５ 閉会 

副委員長あいさつ 

 

【資料名】 

次第 

資料１－１ 社地域徒歩通学路及びスクールバス経路 

資料１－２ 各地域徒歩通学路 

資料２   社地域小中一貫校整備状況について 

資料３   今後のスケジュールについて 

令和５年１２月２１日 


